
第９５回スタディグル-プ分科会結果報告 

 運営委員長 田島 洋 

（文責：田島） 

１．開催日時  2022年3月16日(水)14時30分～17時00分 

２．開催場所  Zoomのみ 

３．テーマ  「監査役の会計監査人と内部監査部との連携」 

   ～監査役の会計監査人と内部監査部との連携と課題、あるべき姿について～ 

４．発表者  

リーダー   三井ﾎｰﾑｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ㈱       常勤監査役 豊島 秀一氏 

コーディネータ 元日本鋳造㈱           常勤監査役 阿部 俊彦氏 

メンバー   王子コンテナ㈱             常勤監査役 篠田 耕太郎氏 

昭和リース㈱               常勤監査役 竹村 登 

   王子物流㈱         常勤監査役 松下 泰之氏 

５．出席者 zoomでの参加者 37名 

６．配布資料 事前配布資料  

・「監査役の会計監査人と内部監査部との連携」当日のタイムテーブル 

・WG2監査の連携【配布用】2022.3.16 

７．議事次第、意見交換  

(14：30～14：37)  

リーダーの豊島氏から、メンバー紹介・グループ活動について報告があった。 

(14：37～15：17)  

４名の方、それぞれから自己紹介・会社状況・課題と解決に向けての報告があった。 

(15：17～15：33)  

監査役のための「リスク監査表」について、篠田氏から報告があった。 

(15：45～16：00)  

監査役「連携の仕方」の明確化について、松下氏から報告があった。 

(16：00～16：17)  

監査役の「連携・関係」の明示について、竹村氏から報告があった。 

(16：17～16：35)  

リーダーの豊島氏から、ワーキンググループの活動についてのまとめの報告があった。 

８．質疑応答・感想 

（16:35～17:00） 

① リスク監査表は、どのように作成すればよいのか。 

⇒それぞれの会社で重要なリスクと考えるところから始めればよい。 

 例えば製造業であれば 

１）安全・環境・コンプライアンス 

２）生産に係ること 



３）収益性 

４）ガバナンスなど 

  

② 事件が起こっている会社は、内部監査部・会計監査人の独立性が問題となっている

ことが多い。このあたりはどのように議論されたのか。 

⇒監査役がそれぞれを支援することが独立性を高めると考えている。 

 

③ JSOXに関して、監査役はほとんど関与していないのが現状。JSOXに関しては 

どのような状況か。 

⇒十分に関与できていないのが現状かもしれない。これからの課題である。 

 

④ 社長との関係は。 

⇒親会社出身・プロパー・親会社から移籍などさまざまであるが、社長とは委縮す 

ることなく、対等に十分にコミュニケーションは取れている。 

 

  

以上 


